
第 5回軽井沢脳血管内治療セミナー 

プログラム 

 

日時：2019 年 7 月 20 日(土)～22 日(月) 

会場：軽井沢プリンスホテルウエスト 「浅間 A+B+C」 

受付：7 月 20 日(土) 09：30～ 
※会場内で行いますので、直接会場へお越しください。 

 

  ＜プログラム＞ 

 午前 午後 夜 

20 日（土） 一般演題 脳動静脈奇形集中講義 1 懇親会 

21 日（日） 脳動静脈奇形集中講義 2 自由 懇親会 

22 日（月） 一般演題   

◆一般演題 

7 月 20 日（土）  10：30 ～ 12：40 

7 月 22 日（月）  09：00 ～ 11：45 

 

◆脳動静脈奇形 1・2  

7 月 20 日（土）  13：15 ～ 17：20 

7 月 21 日（日）  07：30 ～ 11：45 

 

  ＜演者の皆様へ＞ 

1 ）発表時間 

  ご連絡したご発表時間でお願いいたします。 

2 ）発表形式 

  口演は PC 発表（一面投影）に限ります。なおスクリーンサイズは 16：9 です。 

3 ）発表は全てご自身の PC を使用した発表になりますので、PC 本体に外部出力（D-sub15 ピン）が 

使用できることを必ずご確認ください。あわない形状の外部モニター出力端子の場合は、ご自身で変換 

アダプターをご用意ください。なお、発表中または準備中にバッテリー切れになることがございますので 

電源アダプターをお忘れなくご用意ください。 
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7 月 20 日（土） 

午前の部 10：30～12：40 

 

 ＜一般演題 1＞ 

座 長 ： 伊藤 嘉朗（筑波大学附属病院 脳神経外科） 

 神谷 雄己（昭和大学江東豊洲病院 脳神経内科） 

 

1. Vitrea を使うと世界が変わる・・・早くなるんです！！（15分） 

 天野 達雄（杏林大学 脳卒中医学教室） 

 

2. 血栓回収療法における非造影 CT の活用（15 分） 

 池田 剛（筑波メディカルセンター病院 脳神経外科） 

 

3. 当院における虚血発症の頭蓋外内頚動脈解離における血管内治療の有用性（15 分） 

 勝又 雅裕（虎の門病院 脳神経血管内治療科） 

 

4. 感染症心内膜炎による M1 閉塞に対して、stent 型血栓回収を使用した一例(10 分) 

佐藤  広崇（函館新都市病院 脳神経外科） 

 

 ＜一般演題 2＞ 

座 長 ： 鶴田 和太郎（虎の門病院 脳神経血管内治療科） 

 天野 達雄（杏林大学 脳卒中医学教室） 

 

5. 当科の破裂脳動脈瘤に対するコイル塞栓術の傾向と合併症（15 分） 

 芳村 雅隆（土浦協同病院 脳神経外科） 

 

6. onyx&marathon を用いた AVM 塞栓術（15 分） 

木本 敦史（社会医療法人寿会富永病院 脳神経外科） 

 

7. 脳動静脈奇形摘出術における pial dissection を考える(10 分) 

 伊藤 嘉朗（筑波大学附属病院 脳神経外科） 
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 ＜一般演題 3＞ 

座 長 ： 中居 康展（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 血管内治療センター） 

 芳村 雅隆（土浦協同病院 脳神経外科） 

 

8. Falx cerebri dural arteriovenous fistula の 1 例(10 分) 

 嵯峨 健広（旭川医科大学 脳神経外科） 

 

9. 繰り返す硬膜外出血で発症した小児脊髄硬膜外動静脈瘻の一例(10 分) 

劉 美憬（聖路加国際病院 神経血管内治療科・脳神経外科） 

 

10. 脊髄 perimedullaryAVF の外科治療(15 分) 

 髙井 敬介（東京都立神経病院 脳神経外科） 
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午後の部 13：15～17：20 

＜脳動静脈奇形 集中講義 1＞ 

座 長 ： 松丸 祐司（筑波大学脳神経外科 脳卒中予防・治療学講座） 

 

1. 13:15 AVM の自然歴 佐藤 允之（筑波大学） 

 

2. 13:35 Onyx による AVM 塞栓術の文献レビュー 鶴田 和太郎（虎の門病院） 

 

3. 13:55 AVM に関連する遺伝子 宮脇 哲（東京大学） 

 

14:25～14:40 休憩 

 

4. 14:40 Are Brain AVMs Congenital? 小宮山 雅樹（大阪市立総合医療センター） 

 

5. 15:25 Classification of brain AVMs 田中 美千裕（亀田総合病院） 

 

15:45～16:00 休憩 

 

6. 16:00 Endovascular treatment for cerebral AVM Georges RODESCH 

 

7. 17:00 AVM に対する塞栓術と GK 宮地 茂（愛知医科大学） 

 

17：30 

懇親会  

軽井沢プリンスホテル ウェスト「千曲 B+C」 
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7 月 21 日（日） 

午前の部 07：30～11：45 

＜脳動静脈奇形 集中講義 2＞ 

座 長 ： 松丸 祐司（筑波大学脳神経外科 脳卒中予防・治療学講座） 

 

1. 07:30 AVM の治療戦略の変化 滝川 知司（獨協医科大学埼玉医療センター） 

 

2. 07:50 出血発症の AVM、塞栓は急ぐべき？ キッティポン スィーワッタナクン（東海大学） 

 

3. 08:10 塞栓術後の摘出術 原 貴行（虎の門病院） 

 

08:40～08:50 休憩 

 

4. 08:50 radiosurgery 後の変性 AVM の摘出術：strategy と病理所見 

  栗田 浩樹（埼玉医科大学国際医療センター） 

 

5. 09:20 AVM の TVE に役に立つ脳静脈解剖 石黒 友也（大阪市立総合医療センター） 

 

6. 09:40 pial-dural arteriovenous fistula 清末 一路（大分大学） 

 

10:00～10:10 休憩 

 

7. 10:10 Cobb 症候群の 1 例 丸島 愛樹（筑波大学） 

 

8. 10:25 脊髄 AVM に対する塞栓術 小南 修史（日本医科大学千葉北総病院） 

 

9. 10:45 Endovascular treatment for spinal AVM  Georges RODESCH 
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11：45～ 

Free time 

 

 

19：00 

懇親会  

軽井沢プリンスホテル ウェスト「千曲 B」 
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7 月 22 日（月） 

午前の部 09：00～11：45 

＜一般演題 4＞ 

座 長 ： 滝川 知司（獨協医科大学埼玉医療センター 脳神経外科） 

森 健太郎（横浜栄共済病院 脳神経外科） 

 

1. 脳動静脈奇形塞栓術における detachable-tip microcatheter の使用経験(15 分) 

 中居 康展（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 血管内治療センター） 

 

 

2. Venous congestive myelopathy で発症した成人(10 分) 

「nonvertebral paraspinal AVF along the segmental nerve」の一例 

 浅野 剛（千葉メディカルセンター 脳神経血管内治療科） 

 

3. 未離脱コイル併用 NBCA 塞栓術 - high flow AVF に対する応用(15 分) 

 浅野 剛（千葉メディカルセンター 脳神経血管内治療科） 

 

 

＜一般演題 5＞ 

座 長 ： 太田 貴裕（東京都立多摩総合医療センター 脳神経外科） 

 佐藤 允之（筑波大学病院 脳神経外科） 

 

4. RNF213 を中心とした脳卒中の遺伝子解析について(15 分) 

 堂福  翔吾（東京大学医学部 脳神経外科） 

 

5. Capillary malformation arteriovenous malformation (RASA1 vs EPHB4) (15 分) 

 飯塚  有応（柏たなか病院 神経放射線科） 

 

6. 未破裂脳動脈瘤コイル塞栓術における完全閉塞予測因子・ 

Volume Packing Density についての検討(15 分) 

 細尾 久幸（虎の門病院 脳神経血管内治療科） 
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10:40～10:50 休憩 

 

＜一般演題 6＞ 

座 長 ： 細尾 久幸（虎の門病院 脳神経血管内治療科）  

 堂福  翔吾（東京大学医学部 脳神経外科） 

 

 

7. Flow reverse が有効だった CAS の 1 例(10 分) 

 福田 真紀（高知医療センター 脳神経外科） 

 

8. 急性脳底動脈閉塞に対する血管内再開通療法の治療成績(15 分) 

 根本 文夫（船橋医療センター 脳神経外科） 

 

9. 後方循環脳梗塞を再考する(15 分) 

 森 健太郎（横浜栄共済病院 脳神経外科） 

 

10. 同軸を応用した虚血治療(15 分) 

 神谷 雄己（昭和大学江東豊洲病院 脳神経内科） 

 

 


